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健康管理への活用を目的とした基本健康診査成績による

生命予後の検討
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目的　老人保健法に基づく基本健康診査において，生活習慣および健康診断結果と，循環器疾患

（脳卒中，虚血性心疾患）およびがんによる死亡との関連を明らかにする。

対象と方法　茨城県内の38市町村における平成5年度の基本健康診査受診者のうち，脳卒中既往

者を除く40-79歳の96,664人（男32,705,女63,959）を対象とし，各市町村の同意を得て，

健診情報と住民基本台帳および人口動態死亡票により，受診後5年間の生命予後の追跡調査

を行った。

　健診結果と死亡との関連について，性別にCoxの比例ハザードモデルを用いて検討し，

年齢その他の関連因子を調整した。転出者は中途打ち切り例として解析に含めた。

結果　平均5年2ヵ月の追跡の結果，死亡者2,937人（男1,710，女1,227）が確認され，その内

訳はがん死亡1,305人，脳卒中死亡384人，虚血性心疾患死亡242人であった。

　喫煙，飲酒，血圧値，血清総コレステロール値，HDLコレステロール値，BMI，血糖

値，クレアチニン値，尿蛋白に関して，年齢とその他の関連因子を調整した多変量相対危

険度を算出した。

　全死亡との有意な関連を認めたのは，喫煙（男女），飲酒（男女），高血圧（男女），血清

総コレステロール低値（男女），HDLコレステロール低値（男），BMI低値（男女），高血

糖（男女），血清クレアチニン高値（女），尿蛋白陽性（男女）であった。

　全循環器疾患死亡との有意な関連を認めたのは，喫煙（男女），飲酒（男），高血圧（男

女），血清総コレステロール低値（女），HDLコレステロール低値（男），BMI低値（男女），

高血糖（女），血清クレアチニン高値（男女），尿蛋白陽性（男女）であった。

　脳卒中死亡との有意な関連を認めたのは，高血圧（男女），BMI（男女），血清クレアチ

ニン値（男女），尿蛋白陽性（女）であった。

　虚血性心疾患死亡との有意な関連を認めたのは，喫煙（男女），高血圧（男），血清総コ

レステロール高値（男女），HDLコレステロール低値（男），高血糖（男女），尿蛋白陽性

（男女）であった。

　全がん死亡との有意な関連を認めたのは，喫煙（男女），飲酒（男女），血清総コレステ

ロール低値（男），HDLコレステロール低値（男），BMI（男女），血糖値（女），尿蛋白（男）

であった。

　肺がん死亡（男）との有意な関連を認めたのは，喫煙，飲酒，HDLコレステロール低値，

尿蛋白陽性であった。

結語　基本健康診査で判定される健診所見である喫煙，飲酒習慣，血圧，血清総コレステロー

ル，血清HDL-コレステロール，BMI，血糖，血清クレアチニン，尿蛋白が，受診者の生

命予後と有意な関連があることが示された。特に，男女とも血清クレアチニンと全循環器

疾患死亡との関連がみられたこと，1日2-3合の飲酒が女性において全死亡のリスクを高め



ることは，新しい知見である。

　本研究は基本健康診査データの一つの活用方法を示したものであり，その結果は，市町

村において，より個別的，具体的な保健指導，健康教育を推進するための資料として活用

できる。
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